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物価： 政府発表の8月の消費者物価上昇率は、前月比
+1.2%、前年比+14.7%と最近2年で最も低い伸びと
なった。一方、議会インフレ率（民間コンサルティン
グ会社8社の平均値）は前月比+2.2%、前年比+26.6%

と高止まりしている。

貿易収支： 8月の貿易収支は僅かに51百万ドルの黒字
に止まった。輸出（前年比▲16.0%）は大幅な減少が
続く一方、内需の持ち直しを背景に輸入（同▲2.6%）
のマイナス幅が縮小した。

経常収支： 4-6月期の経常収支は▲21億ドルと、前期
（▲37億ドル）に比べ赤字幅が縮小した。

外貨準備高： 政府は4月に国内向けのドル建債券を起
債（14億ドル）、外貨準備高は4月末で339億ドルへ増
加した。8月末では336億ドルとほぼ横ばい。

為替：アルゼンチンペソの対ドルレートは、6月に入
り1ドル= 9ペソ台まで下落、9月に入っても最安値を
更新し続けている。非公式レートである"Blue Dollar"

は公式レートに比べ7割程度減価している。

株価：メルバル指数は、経済の持直しと総選挙後の期
待感から8月中旬までは、11,000台にて推移してい
た。しかし、9月になってからは世界同時株安の影響
もあり、10,000台に下落した。

　アルゼンチン経済は持ち直しの動きがみられる。2015年
4-6月期の実質GDP成長率は前年比+2.3%と、3四半期連
続のプラスとなった。また、1-3月期は（同+1.1%から同
+2.1%へ上方修正）。
　需要項目別にみると、政府支出が前年比+10.3%と前期
（同+6.2%）に続きプラスとなったほか、投資（同+4.6%）と
個人消費（同+0.7%）が下支えした。今年10月の大統領選
挙を控えバラマキ型の政策が採られているためで、政府は
年金支給額や公務員給与の引き上げ、白物家電購入の補
助金支給等の消費喚起策を打ち出した。輸出は同▲0.2%

とマイナスが続く一方、内需の持ち直しに伴い、輸入（同
+2.8%）が持ち直した結果、外需の寄与度は▲0.6%とマイ
ナスに転じた。
　7月以降も景気は持ち直しの動きが続いている。鉱工業
生産指数は6月に前年比+0.9%と、2013年7月以来のプラ
スに転じ、7月（同+0.6%）、8月（同+0.5%）と連続でプラス
となった。また、消費者信頼感指数も回復傾向が続いてお
り、自動車販売台数も増加が続いている。
　一連の刺激策により、景気は短期的には下支えされる
が、インフレ加速をもたらし、成長を抑制する可能性もあ
る。
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１．年次

2012年 2013年 2014年

実質GDP成長率 0.8% 2.9% 0.5%

鉱工業活動指数 （前年比） ▲1.2% ▲0.2% ▲2.5%

建設活動指数（前年比） ▲3.2% 4.6% ▲0.4%

自動車生産台数(千台） 764 791 617

自動車販売台数（千台） 830 964 614

失業率 7.2% 7.1% 7.3%

消費者物価上昇率(年末月・前年比) 10.8% 11.0% 23.9%

(年平均) 10.0% 10.6% -

輸　出(FOB)(億ﾄﾞﾙ) 802 817 719

(前年比) ▲4.5% 1.8% ▲11.9%

輸　入(CIF)(億ﾄﾞﾙ) 680 737 652

(前年比) ▲8.5% 8.3% ▲11.4%

貿易収支(億ﾄﾞﾙ) 122 80 67

対外準備(億ﾄﾞﾙ)（年末） 433 306 314

ベースマネー(億ﾍﾟｿ）（年末） 3,074 3,772 4,626

対民間非金融部門貸出量(億ﾍﾟｿ)(年末月） 3,875 5,085 6,167

(前年比) 31.3% 31.2% 21.3%

経常収支(億ﾄﾞﾙ) ▲ 12 ▲ 47 ▲ 51

株価指数（メルバル指数）（年末） 2,854 5,391 8,579

対米ドル為替相場（年末） 4.92 6.52 8.46

２．月次                                                                                                                                         

15/1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

実質GDP成長率（前年比） └── 2.1% ──┘ └── 2.3% ──┘ └── - ──┘

鉱工業活動指数(前年比) ▲2.1% ▲2.1% ▲1.6% ▲1.5% ▲0.9% 0.9% 0.6% 0.5% -

(季節調整済、前月比) 2.1% ▲0.2% ▲0.2% 0.6% 0.3% 1.2% 0.3% ▲0.1% -

建設活動指数(前年比) 0.1% 7.9% 8.1% 10.6% 3.8% 16.0% 13.3% - -

自動車生産台数（千台） 26 46 52 47 46 54 45 49 -

自動車販売台数（千台） 34 44 53 46 53 61 56 60 -

失業率 └── 7.1% ──┘ └── 6.6% ──┘ └── - ──┘

消費者物価上昇率(前月比) 1.1% 0.9% 1.3% 1.1% 1.0% 1.0% 1.3% 1.2% -

輸　出(FOB)（億ﾄﾞﾙ） 43 41 50 52 53 63 59 55 -

(前年比) ▲17.9% ▲24.6% ▲4.1% ▲19.2% ▲25.9% ▲14.0% ▲12.3% ▲16.0% -

輸　入(CIF)（億ﾄﾞﾙ） 42 40 50 50 50 58 57 55 -

(前年比) ▲19.2% ▲24.4% ▲3.7% ▲12.0% ▲15.7% ▲6.7% ▲3.7% ▲2.6% -

貿易収支(億ﾄﾞﾙ) 0.7 0.5 0.4 2.5 3.6 4.6 2.1 0.5 -

対外準備(億ﾄﾞﾙ) 315 315 315 339 333 339 339 336 -

ベースマネー(億ﾍﾟｿ） 4,480 4,464 4,404 4,691 4,621 4,827 5,202 5,093 -

対民間非金融部門貸出量(億ﾍﾟｿ) 6,206 6,323 6,485 6,580 6,732 6,962 7,092 - -

経常収支(億ﾄﾞﾙ) └── ▲ 37 ──┘ └── ▲ 21 ──┘ └── - ──┘

株価指数（メルバル指数）（月末） 8,490 9,602 10,837 12,050 10,801 11,657 11,101 11,033 -

対米ドル為替相場（月末） 8.63 8.73 8.82 8.91 8.99 9.08 9.19 9.29 -

(資料)アルゼンチン中銀、国家統計センサス局（INDEC）、経済省、Thomson Reuters Datastream
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